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(百万円未満切捨て)

１．平成31年３月期第２四半期の連結業績（平成30年３月21日～平成30年９月20日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年３月期第２四半期 22,050 △0.6 1,168 △28.1 1,318 △24.3 972 △22.4

30年３月期第２四半期 22,174 13.4 1,625 38.7 1,740 36.9 1,252 52.9
(注) 包括利益 31年３月期第２四半期 1,009百万円(△20.8％) 30年３月期第２四半期 1,274百万円( 30.8％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

31年３月期第２四半期 37.17 －

30年３月期第２四半期 48.61 －
　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

31年３月期第２四半期 37,232 26,702 71.6 1,019.06

30年３月期 39,191 25,967 66.3 992.44
(参考) 自己資本 31年３月期第２四半期 26,663百万円 30年３月期 25,967百万円
　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年３月期 － 0.00 － 12.00 12.00

31年３月期 － 0.00

31年３月期(予想) － 12.00 12.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　　

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年３月21日～平成31年３月20日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 45,000 △2.3 2,800 △19.1 3,000 △17.7 2,050 △19.6 78.95
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 31年３月期２Ｑ 26,927,652株 30年３月期 26,927,652株

② 期末自己株式数 31年３月期２Ｑ 762,485株 30年３月期 762,475株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期２Ｑ 26,165,170株 30年３月期２Ｑ 25,775,600株
　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
に関する事項については、決算短信(添付資料)の２ページをご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や日銀による大規模な金融緩和を背景に、

雇用・所得環境の改善がみられ、緩やかな回復基調で推移しました。一方で米中貿易摩擦問題が、世界経済及び

わが国経済にマイナス影響を及ぼすことは避けられない状況となっております。

建設業界におきましては、政府建設投資が増加に転じ、民間設備投資も企業収益が改善する中で、緩やかな増

加基調を続けており、受注環境は比較的堅調に推移しました。その一方で、技能労働者不足による生産能力の低

下、労務費のコストアップ問題等が長期化してきており、当社グループを取り巻く経営環境の先行きは依然とし

て楽観できない状況にあります。

このような経営環境のもと、当社グループは総力をあげて当社グループの独自の技術・商品を活用した積極的

な営業活動、生産システムの合理化等、他社との差別化を図ってきました。この結果、当第２四半期連結累計期

間の業績は、受注工事高が前年同四半期比11.6％増の284億７千４百万円、完成工事高が前年同四半期比0.6％減

の220億５千万円、営業利益が前年同四半期比28.1％減の11億６千８百万円、経常利益が前年同四半期比24.3％減

の13億１千８百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益が前年同四半期比22.4％減の９億７千２百万円となり

ました。

（２）財政状態に関する説明

　 ①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の総資産残高は、前連結会計年度末比19億５千９百万円（5.0％）減の372億３千

２百万円となりました。資産の部については、主として売上債権の回収により、受取手形・完成工事未収入金が

27億１千３百万円減少し、現金預金が14億７千４百万円増加しました。

負債の部については、前連結会計年度末比26億９千５百万円（20.4％）減の105億２千９百万円となりました。

主として工事代金の支払により、工事未払金が12億３千万円減少しました。

純資産の部については、前連結会計年度末比７億３千５百万円（2.8％）増の267億２百万円となりました。主

として親会社株主に帰属する四半期純利益を計上した結果、利益剰余金が９億７千２百万円増加しました。

　

　②キャッシュ・フローの状況

営業活動によるキャッシュ・フローは、27億３千５百万円の増加（前年同四半期比16億２千５百万円の増加）

となりました。これは主に売上債権の減少によるものであります。

投資活動によるキャッシュ・フローは、４億７千８百万円の減少（前年同四半期比８千１百万円の減少）とな

りました。これは主に投資有価証券の取得による支出によるものであります。

財務活動によるキャッシュ・フローは、３億３千９百万円の減少（前年同四半期比10億４千８百万円の増加）

となりました。これは主に配当金の支払額によるものであります。

この結果、現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末残高は、前連結会計年度末比19億１千７百万円

の増加（前年同四半期末比21億５千万円の増加）の69億７千４百万円となりました。

　

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　 連結業績見通しについては、平成30年４月27日付決算短信において発表した予想を変更しておりません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月20日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月20日)

資産の部

流動資産

現金預金 5,297,057 6,771,122

受取手形・完成工事未収入金 14,250,553 11,537,130

有価証券 － 522,050

未成工事支出金等 3,841,259 2,503,562

その他 989,605 557,090

貸倒引当金 △3,455 △2,455

流動資産合計 24,375,020 21,888,502

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 2,500,369 2,454,455

その他（純額） 2,812,245 2,767,768

有形固定資産合計 5,312,614 5,222,223

無形固定資産

のれん 120,786 90,589

その他 491,907 494,838

無形固定資産合計 612,693 585,428

投資その他の資産

長期性預金 － 55,595

投資有価証券 8,510,969 8,905,260

退職給付に係る資産 155,395 304,903

その他 225,209 270,430

投資その他の資産合計 8,891,574 9,536,188

固定資産合計 14,816,882 15,343,840

資産合計 39,191,903 37,232,343

負債の部

流動負債

工事未払金 6,228,543 4,998,541

1年内償還予定の社債 120,000 120,000

1年内返済予定の長期借入金 17,232 17,400

未払法人税等 843,986 236,848

未成工事受入金 1,970,194 1,999,377

賞与引当金 907,323 492,252

工事損失引当金 225,370 －

引当金 35,975 34,788

その他 1,198,253 933,680

流動負債合計 11,546,878 8,832,890

固定負債

社債 120,000 60,000

長期借入金 380,041 371,329

役員退職慰労引当金 252,069 259,906

その他 925,639 1,005,261

固定負債合計 1,677,749 1,696,498

負債合計 13,224,628 10,529,388
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月20日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月20日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,000,000 5,000,000

資本剰余金 4,730,585 4,730,586

利益剰余金 13,850,756 14,509,521

自己株式 △244,467 △244,476

株主資本合計 23,336,874 23,995,631

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,050,519 2,115,746

退職給付に係る調整累計額 579,880 552,572

その他の包括利益累計額合計 2,630,399 2,668,318

非支配株主持分 － 39,004

純資産合計 25,967,274 26,702,955

負債純資産合計 39,191,903 37,232,343
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年３月21日
　至 平成29年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年３月21日
　至 平成30年９月20日)

完成工事高 22,174,987 22,050,856

完成工事原価 19,743,399 19,967,181

完成工事総利益 2,431,588 2,083,675

販売費及び一般管理費 805,737 914,813

営業利益 1,625,850 1,168,861

営業外収益

受取利息 4,794 6,243

受取配当金 95,320 112,056

受取賃貸料 9,629 13,343

その他 24,684 40,032

営業外収益合計 134,428 171,675

営業外費用

支払利息 6,382 8,739

賃貸費用 11,034 11,062

その他 2,651 2,691

営業外費用合計 20,069 22,493

経常利益 1,740,209 1,318,043

特別利益

退職給付制度移行損失戻入益 － 88,653

受取保険金 80,000 －

特別利益合計 80,000 88,653

税金等調整前四半期純利益 1,820,209 1,406,697

法人税、住民税及び事業税 428,151 196,875

法人税等調整額 139,074 238,070

法人税等合計 567,225 434,945

四半期純利益 1,252,983 971,751

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） － △995

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,252,983 972,746
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年３月21日
　至 平成29年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年３月21日
　至 平成30年９月20日)

四半期純利益 1,252,983 971,751

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 25,201 65,226

退職給付に係る調整額 △4,066 △27,307

その他の包括利益合計 21,135 37,918

四半期包括利益 1,274,119 1,009,670

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,274,119 1,010,665

非支配株主に係る四半期包括利益 － △995
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年３月21日
　至 平成29年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年３月21日
　至 平成30年９月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,820,209 1,406,697

減価償却費 172,902 200,148

退職給付制度移行損失戻入益 － △88,653

受取利息及び受取配当金 △100,114 △118,299

支払利息 6,382 8,739

受取保険金 △80,000 －

投資有価証券売却損益（△は益） △633 △11,882

売上債権の増減額（△は増加） 136,663 2,713,422

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,023,644 1,337,696

仕入債務の増減額（△は減少） △474,789 △1,230,001

未成工事受入金の増減額（△は減少） △596,528 29,183

その他 △515,675 △834,406

小計 1,392,062 3,412,642

利息及び配当金の受取額 100,619 118,299

利息の支払額 △6,789 △8,865

保険金の受取額 80,000 －

法人税等の支払額 △455,085 △786,148

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,110,807 2,735,928

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △40,937 △45,331

投資有価証券の取得による支出 △591,552 △368,868

投資有価証券の売却による収入 1,002 61,156

無形固定資産の取得による支出 △76,243 △26,112

その他 148,109 △99,304

投資活動によるキャッシュ・フロー △559,621 △478,459

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 410,000 －

長期借入金の返済による支出 △4,200 △8,544

社債の償還による支出 － △60,000

自己株式の取得による支出 △28 △9

自己株式の処分による収入 554,490 1

配当金の支払額 △251,548 △311,423

非支配株主からの払込みによる収入 － 40,000

財務活動によるキャッシュ・フロー 708,712 △339,975

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,259,898 1,917,492

現金及び現金同等物の期首残高 3,564,342 5,056,757

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,824,241 6,974,250
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。
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３．補足情報

（１）連結受注実績内訳

　 （単位：千円）

区 分
平成30年３月期 平成31年３月期

比 較 増 減 増減率
第２四半期 第２四半期

建 築 ・ 土 木 1,059,024 (4.2%) 792,532 (2.8%) △266,492 △25.2 %

空 調 ・ 衛 生 16,316,977 (63.9) 20,121,617 (70.7) 3,804,639 23.3

電 気 ・ 通 信 3,200,554 (12.5) 3,427,546 (12.0) 226,991 7.1

水 処 理 プ ラ ン ト 3,061,459 (12.0) 2,503,211 (8.8) △558,248 △18.2

冷 凍 ・ 冷 蔵 1,877,216 (7.4) 1,629,522 (5.7) △247,694 △13.2

合 計 25,515,234 (100.0) 28,474,429 (100.0) 2,959,195 11.6

(注)（ ）内のパーセント表示は、構成比率

（２）個別受注実績内訳

　 （単位：千円）

区 分
平成30年３月期 平成31年３月期

比 較 増 減 増減率
第２四半期 第２四半期

建 築 ・ 土 木 1,059,024 (4.8%) 652,457 (2.6%) △406,567 △38.4 %

空 調 ・ 衛 生 14,889,241 (67.0) 18,939,619 (74.6) 4,050,377 27.2

電 気 ・ 通 信 1,347,438 (6.1) 1,681,970 (6.6) 334,531 24.8

水 処 理 プ ラ ン ト 3,050,131 (13.7) 2,481,357 (9.8) △568,774 △18.6

冷 凍 ・ 冷 蔵 1,877,216 (8.4) 1,629,522 (6.4) △247,694 △13.2

合 計 22,223,053 (100.0) 25,384,926 (100.0) 3,161,872 14.2

(注)（ ）内のパーセント表示は、構成比率
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